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    題目： 少数核子系散乱実験による核力の三体力効果の研究 

        
[Abstract] 
 
原子核を核力レベルから理解することは物理学における大きな目標の一

つと言える。そして長年の研究の結果、二核子間に作用する核力に関して

は、全ての核子-核子散乱の実験データを非常に良く再現できる現象論的

核力を既に得ることができている。一方、三核子以上の系では二核子間核

力だけでなく多体間力が存在することは、湯川博士の中間子論直後より提

唱されてきたが、実験的な検証は困難であった。しかし 1990 年代に、三体

系を厳密に記述するファディーエフ方程式に現象論的二核子間力を入力し

た理論計算が実行できるようになり、三体力モデルと実験値の直接比較が

可能になったことで、三体力研究は大きな注目を集めるようになった。現在

では、少数核子系だけでなく、不安定核構造や中性子星の研究においても

三体力が重要な役割を持つことが示されており、三体力は原子核を理解す

る上で不可欠な要素であることが明らかになってきた。本セミナーでは、中

間エネルギー領域における核子―重陽子散乱実験による三体力効果の研

究の歩みと現状を紹介すると共に、今後の方向性について議論したい。 
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